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住
宅
関
連
補
助
を

�

ご
利
用
く
だ
さ
い

�◆住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

市
で
は
住
居
環
境
の
向
上
と
市
内
の

経
済
活
性
化
を
図
る
た
め
、
市
内
施
工

業
者
を
利
用
し
て
、
個
人
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
場
合
に
そ
の
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対�

象
者　
山
武
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
が
あ
り
、
市
内
に
居
住
し
て
い

る
方
で
世
帯
全
員
が
市
税
な
ど
の
滞

納
が
無
い
方

対�

象
と
な
る
住
宅　
市
内
の
自
ら
が
居

住
し
て
い
る
住
宅（
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の

集
合
住
宅
等
は
個
人
専
有
部
分
・
店

舗
等
の
併
用
住
宅
は
個
人
住
宅
部
分
）

対�

象
と
な
る
工
事　
市
内
施
工
業
者
の

行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
、
工
事
費
が

10
万
円（
消
費
税
を
除
く
）以
上
で
他

の
補
助
制
度
と
の
併
用
が
な
い
こ
と
。

　

�

平
成
31
年
１
月
末
日
ま
で
に
工
事
を

完
了
し
、実
績
報
告
が
で
き
る
こ
と
。

補�

助
金
額　
補
助
対
象
費
用
の
10
分
の

１（
上
限
20
万
円
）

受�　
付　
５
月
10
日
㈭
か
ら
予
算
の
範

囲
内
で
の
先
着
順

※�

代
理
申
請
可
た
だ
し
、
１
人
の
代
理

者
が
複
数
の
申
請
を
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

そ�

の
他　
補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
着

工
し
て
い
る

工
事
は
対
象

と
な
り
ま
せ

ん
。

　

�

補
助
は
同
一

世
帯
に
つ
い

て
１
回
限
り

で
す
。

◆
生
垣
設
置
補
助

良
好
な
景
観
形
成
の
推
進
と
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
よ
る
災
害
の
発
生

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
生

垣
設
置
に
対
し
必
要
な
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

補�
助
金
額　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
、

処
分
に
要
す
る
経
費
お
よ
び
生
垣
の

設
置
に
要
す
る
経
費
の
10
分
の
１

（
上
限
10
万
円
）

対
象
と
な
る
工
事
や
樹
木
の
種
類
な

ど
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
都
市
整
備
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◆�

木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
・
木
造
住
宅

耐
震
改
修
工
事
費
を
補
助

　
市
で
は
、
大
規
模
な
地
震
時
に
お
け

る
木
造
住
宅
の
安
全
性
を
確
保
し
、
安

全
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

の
た
め
、
平
成
12
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を

行
う
場
合
、
耐
震
診
断
に
要
し
た
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
す

る
可
能
性
が
あ
る
・
可
能
性
が
高
い
」

と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
耐
震
改
修
工
事

費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事

の
補
助
申
請
に
つ
い
て
事
前
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申�

請
期
限　

　
耐
震
診
断
費　
　
　
12
月
28
日
㈮

　
耐
震
改
修
工
事
費　
11
月
30
日
㈮

耐
震
診
断
補
助
金
額

　
耐
震
診
断
費
の
３
分
の
２
以
内

�

（
上
限
６
万
円
）

耐
震
改
修
工
事
費
補
助
金
額

　
耐
震
改
修
工
事
費
の
３
分
の
１
以
内

�

（
上
限
50
万
円
）

T 　
都
市
整
備
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
９
１

住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

�

設
置
補
助
金

市
で
は
、
家
庭
に
お
け
る
地
球
温
暖

化
対
策
促
進
の
た
め
、
住
宅
用
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
等
を
設
置
さ
れ
る
方
に
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補�

助
対
象　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
さ
れ
る
方
は
既
築
住
宅
へ
の
発

電
設
備
の
設
置
が
補
助
対
象
と
な

り
、
新
築
住
宅
、
建
売
住
宅
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。ま
た
、エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
シ
ス
テ
ム（H

EM
S

）ま
た
は

定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス

テ
ム（
蓄
電
池
）が
設
置
済
み
で
あ
る

か
同
時
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

補�

助
金
額　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム　

１
㌗
あ
た
り
２
万
円（
限
度
額
９
万

円
）※
４・５
㌗
ま
で

　

�

定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス

テ
ム（
蓄
電
池
）（
限
度
額
10
万
円
）　

※
新
築
、
既
築
、
建
売
住
宅
が
対
象

申�

込
受
付　
４
月
16
日
㈪
～
た
だ
し
、

補
助
金
の
申
請
が
予
算
枠
を
超
え
た

時
点
で
終
了
し
ま
す
。
各
設
備
の
要

件
や
申
請
方
法
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
す
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

T　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
３

H�http://w
w
w
.city.sam

m
u.lg.jp/

soshiki/15/
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行政からの
お知らせ

information

資
源
回
収
運
動
奨
励
金

市
で
は
、
紙
や
缶
類
な
ど
の
再
資
源

物
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
回
収
運
動

を
実
施
し
て
い
る
団
体（
自
治
会
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
・
子
供
会
・
そ
の
他
団
体
）に
対

し
て
回
収
量
に
応
じ
た
奨
励
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
奨
励
金
の
交
付
を
受
け

る
に
は
、
事
前
に
市
へ
の
団
体
登
録
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

回�

収
品
目　
紙
類
・

繊
維
類
・
缶
類
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・

白
色
ト
レ
イ

奨�

励
金
額　

　
回
収
し
た
量
１
㎏
に
つ
き
３
円

団�

体
登
録　
資
源
回
収
運
動
登
録
申
請

書
に
て
年
１
回
登
録
し
ま
す
。

※
振
込
先
通
帳
の
写
し
を
添
付

交�

付
申
請　
交
付
申
請
の
際
に
は
、
次

の
も
の
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
資
源
回
収
運
動
奨
励
金
交
付
申
請
書

②
計
量
票

③
資
源
回
収
運
動
奨
励
金
交
付
請
求
書

④
団
体
の
印
鑑
ま
た
は
代
表
者
の
印
鑑

交�

付
金
の
振
込　
１
カ
月
ご
と
に
、
申

請
書
を
審
査
・
決
定
し
指
定
の
口
座

へ
振
り
込
み
ま
す
。

T　
環
境
保
全
課　

　
　
☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
補
助
金

市
で
は
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
対

し
て
補
助
金
の
交
付
を
し
て
い
ま
す
。

対�　
象　
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
、
コ

ン
ポ
ス
ト
容
器
、
バ
ケ
ツ
型
容
器

補�

助
金
額　
堆
肥
化
装
置
の
購
入
に
要

し
た
経
費
の
２
分
の
１
と
し
、
１
基

に
つ
き
２
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

�

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
は
１
世
帯
あ

た
り
１
基
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
バ

ケ
ツ
型
容
器
に
つ
い
て
は
１
世
帯
あ

た
り
２
基
が
対
象
。

※�
以
前
に
補
助
金
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
場
合
は
、
補
助
金
を
受
け
て
か
ら

３
年
が
経
過
し
、
新
し
い
生
ご
み
処

理
機
を
新
規
購
入
す
る
場
合
は
補
助

対
象
と
な
り
ま
す
。
購
入
す
る
店
の

指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申�

請
方
法　
購
入
後
次
の
も
の
を
そ
ろ

え
て
、
環
境
保
全
課（
成
東
本
庁
舎

内
）へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

領
収
書（
商
品
名
が
表
示
さ
れ
て
い

る
も
の
）・
処
理
機
に
つ
い
て
い
る
保
証

書
の
写
し
・
印
鑑
・
補
助
金
は
口
座
振

り
込
み
の
た
め
、
振
り
込
み
先
の
通
帳

◆
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
バ
ケ
ツ
型
容
器

領
収
書（
商
品
名
が
表
示
さ
れ
て
い

る
も
の
）・
商
品
に
つ
い
て
い
る
説
明

書
の
写
し
・
印
鑑
・
補
助
金
は
口
座
振

り
込
み
の
た
め
、
振
り
込
み
先
の
通
帳

※�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
購
入
さ
れ
る

方
は
、
申
請
方
法
を
環
境
保
全
課
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

T　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

飼
い
犬
・
飼
い
猫
の
不
妊
去
勢
手

術
補
助
金
の
申
請
方
法
が
変
更

市
で
は
、
捨
て
犬
・
捨
て
猫
の
増
加

を
防
止
す
る
た
め
に
、
市
の
指
定
す
る

動
物
病
院（
市
内
動
物
病
院
、
山
武
郡
市

獣
医
師
会
加
入
病
院
）で
飼
い
犬
・
飼
い

猫
の
不
妊
去
勢
手
術
を
実
施
さ
れ
た
場

合
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
手
術
前
の
申
請
か
ら
、
手

術
後
の
申
請
に
申
請
方
法
が
変
更
に
な

り
ま
す
。

補
助
金
額　
１
匹
４
０
０
０
円

交�

付
要
件　
１
世
帯
あ
た
り
、
犬
猫
合

わ
せ
て
２
匹
ま
で
、
世
帯
で
市
税
等

の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

申�

込
期
間　
４
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

補�

助
件
数　
75
件（
件
数
に
達
す
る
ま

で
随
時
募
集
）

申�

請
に
必
要
な
も
の　
①
印
鑑
②
飼
い

猫
の
場
合
は
申
請
者
と
一
緒
に
写
っ

て
い
る
写
真
③
不
妊
去
勢
手
術
施
術

証
明
書
④
動
物
病
院
発
行
の
領
収
書

⑤
振
込
先
の
通
帳

T　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

　
　

俳
句
「
か
ず
さ
俳
句
会
」

画
材
屋
の
棚
の
奥
ま
で
春
の
来
て�

内
山　

輝
子

癒
え
し
友
声
晴
れ
や
か
に
初
電
話�

宇
井
富
美
子

冴
返
る
一
人
っ
き
り
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー�

飯
塚
け
い
じ

口
八
丁
手
も
八
丁
の
恵
方
巻�

石
橋　

利
子

春
菜
食
ぶ
工
芸
ガ
ラ
ス
皿
に
映
ゆ�

石
橋
ゆ
り
子

犬
吠
崎
水
平
線
の
丸
き
春�

向
後
ひ
ろ
し

春
泥
や
後
ろ
姿
も
父
に
似
て�

林　
　
　

哲

庖
丁
研
ぐ
砥
石
に
垂
ら
す
春
の
水�

川
島　
　

隆
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野
外
焼
却
の
禁
止

廃
棄
物
の
野
外
焼
却（
い
わ
ゆ
る
野

焼
き
）は
、
廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
ム
缶
で
の
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク
積

み
焼
却
、
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
は
、
野

焼
き
と
同
じ
で
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
家
庭
用
小
型
焼
却
炉
の
ほ
と
ん
ど

は
、
廃
棄
物
処
理
法
で
定
め
る
焼
却
設

備
の
構
造
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
た

め
、
ご
み
を
燃
や
す
こ
と
は
認
め
ら
れ

ま
せ
ん
。
違
反
し
た
場
合
は
、
５
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
１
０
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
。

廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
を
な
く
す
た

め
に
は
、
市
民
一
人
一
人
が「
し
な
い
」

「
さ
せ
な
い
」と
い
う
気
持
ち
で
行
動
す

る
よ
う
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

T　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
３

H�http://w
w
w
.city.sam

m
u.

lg.jp/soshiki/15/

浄
化
槽
等
設
置
事
業
補
助
金

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
水

域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
単
独
浄
化
槽
ま
た
は
く
み

取
り
便
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
に
転
換
す

る
個
人
に
対
し
て
補
助
金
の
交
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。

家
屋
の
新
築
・
建
替
え
に
伴
う
設

置
、
農
業
集
落
排
水
地
域
は
、
浄
化
槽

補
助
金
の
対
象
外
で
す
。

な
お
、
補
助
金
の
申
請
は
、
合
併
浄

化
槽
を
設
置
す
る
前
で
す
。

補
助
金
額

単
独
浄
化
槽
か
ら
の
転
換

　
５
人
槽　
61
万
２
０
０
０
円

　
７
人
槽　
69
万
４
０
０
０
円

　
10
人
槽　
82
万
８
０
０
０
円

く
み
取
り
便
槽
か
ら
の
転
換

　
５
人
槽　
53
万
２
０
０
０
円

　
７
人
槽　
61
万
４
０
０
０
円

　
10
人
槽　
74
万
８
０
０
０
円

放
流
先
の
な
い
場
合
の
処
理
装
置
を
設

置
す
る
場
合
は
上
乗
せ
補
助（
20
万
円
）が

あ
り
ま
す（
合
併
浄
化
槽
と
同
時
に
処
理

装
置
を
設
置
す
る
方
に
限
り
ま
す
）。

T　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７（
８
０
）１
１
６
１

サ
ッ
カ
ー
４
級
審
判
新
規
取
得

�

講
習
会

日�　
時　
6
月
10
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
4
時（
受
付
午
前
9
時
30
分
～
）

場�　
所　
さ
ん
ぶ
の
森
交
流
セ
ン
タ
ー

あ
ら
ら
ぎ
館
多
目
的
室

申
込
期
限　
５
月
18
日
㈮

定　
員　
80
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

申�

込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
申
し

込
み

※�

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

T　
山
武
市
サ
ッ
カ
ー
協
会　
阿
部

�

K
０
９
０（
４
３
８
０
）３
９
７
４

H�http://jfaid.jfa.jp

㉚
年
度
ナ
イ
タ
ー
サ
ッ
カ
ー
教
室

�

参
加
者
募
集

�個
人
技
主
体（
ク
ー
パ
ー
）と
し
た

サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日�　
程　
4
月
5
日
～
12
月
20
日
、
1

月
10
日
～
3
月
21
日
の
毎
週
木
曜
日

時　
間　
午
後
７
～
９
時

場�　
所　
さ
ん
ぶ
の
森
中
央
体
育
館

�

対�　
象　
市
内
在
住
の
小
学
4
～
6
年
生

持�

ち
物　
体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、
動
き
や

す
い
服
装
、す
ね
あ
て
、

ボ
ー
ル（
泥
を
落
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
）

そ�

の
他　
「
ス
ポ
ー
ツ
保

険
」に
加
入
し
て
頂
き

ま
す
。（
９
３
５
円
・
振

込
手
数
料
含
）

申
込
方
法　
電
話
申
し
込
み

S 

・
T　
山
武
市
サ
ッ
カ
ー
協
会　
向
山

 

K
０
９
０（
６
０
１
９
）９
２
９
８

平
成
㉚
年
度
中
学
生
野
球
教
室

�

参
加
者
募
集

中
学
校
の
部
活
動
へ
の
参
加
有
無
・

男
女
を
問
わ
ず
、
未
経
験
者
も
他
ス

ポ
ー
ツ
競
技
者
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主　
催　
山
武
市
野
球
連
盟

場�　
所　
松
尾
運
動
公
園
野
球
場
・
さ

ん
ぶ
の
森
野
球
場

日�　

程　

４
月
３
日
～
毎
週
火
曜
日

（
松
尾
）・
日
曜
日（
さ
ん
ぶ
）

時�　
間　
午
後
７
～
10
時（
松
尾
）午
前

８
時
～
午
後
５
時（
さ
ん
ぶ
）

対　
象　
市
内
の
中
学
校
に
在
学
の
方

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
グ
ラ
ブ
、
バ
ッ
ト（
貸
出
有
）

申
込
方
法　
電
話
申
し
込
み

S 

・
T　
山
武
市
野
球
連
盟　
杉
山

 

K
０
９
０（
９
３
９
９
）２
４
３
５
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行政からの
お知らせ

information

第
⓭
回
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

�

参
加
者
募
集

日　
時　
５
月
24
日
㈭
※
雨
天
決
行

　
午
前
８
時
ス
タ
ー
ト

場�　
所　
山
武
グ
リ
ー
ン
カ
ン
ト
リ
ー

倶
楽
部

参�

加
費　
１
万
５
０
０
０
円
程
度（
乗

用
カ
ー
ト
・
キ
ャ
デ
ィ
付
・
昼
食

代
・パ
ー
テ
ィ
ー
費
・賞
品
代
含
む
）

参�

加
資
格　
山
武
市
在
住
・
在
勤
者
ま

た
は
、
役
員
が
出
場
を
認
め
た
方

競�

技
方
法　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
イ（
新
ぺ
リ
ア
方
式
・
ダ
ブ
ル

パ
ー
カ
ッ
ト
）

申�

込
方
法　
申
込
書
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
に
提
出（
フ
ァ
ク
ス
可
）

申
込
期
限　
５
月
14
日
㈪

S 　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

 

F
０
４
７
５（
８
０
）１
４
０
０

T　
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
協
会

　
事
務
局　
大
藤

�

☎
０
７
０（
４
１
３
６
）４
８
９
０

陸
上
競
技
記
録
会
参
加
者
募
集

日�　
程　
４
月
７
日
㈯
、５
月
６
日
㈰
、

６
月
２
日
㈯
、
７
月
14
日
㈯
、
８
月

12
日
㈰
、
９
月
８
日
㈯
、
10
月
20
日

㈯
、
11
月
３
日（
土
・
祝
）、
12
月
15

日
㈯
、
２
月
２
日
㈯
、
３
月
９
日
㈯

※�

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

場�　
所　
成
東
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場

時�　
間　
午
前
９
時
～
正
午（
受
付
午
前
８

時
30
分
～
、
８
月
12
日
の
み
午
後
３
時
）

対�　
象　
市
内
の
小
学
生
以
上
で
健
康

な
方（
複
数
の
競
技
に
参
加
可
能
）

種�　
目　
１
０
０
、４
０
０
、８
０
０
、

１
５
０
０
、５
０
０
０
ｍ
、80
ｍ
ハ
ー

ド
ル
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、
リ
レ
ー

（
予
定
）※
走
り
方
指
導
有

持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

参�
加
費　
１
０
０
円（
保
険
代
）当
日
受

付
に
て
徴
収

申
込
方
法　
当
日
受
付

T　
山
武
市
陸
上
競
技
協
会　
浅
野

�

☎
０
８
０（
４
４
２
９
）１
６
７
２

固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
）

�

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

納
税
者
の
皆
さ
ん
が
、
自
己
の
土
地

や
家
屋
の
評
価
が
適
正
か
を
判
断
で
き

る
よ
う
に
、
土
地
お
よ
び
家
屋
の
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

期�　
間　
４
月
２
日
㈪
～
５
月
31
日
㈭

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

時�　
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

場　
所　
課
税
課
資
産
税
係

�

（
本
庁
舎
１
階
）

縦�

覧
で
き
る
方　
固
定
資
産
税
の
納
税

義
務
者
ま
た
は
委
任
を
受
け
た
方（
委

任
状
持
参
）に
限
り
ま
す
。
窓
口
に
て
本

人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

身
分
証
明
書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

T　
課
税
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
８
２

市
民
提
案
型
交
流
の
ま
ち
づ
く
り�

�
�

推
進
事
業
の
審
査
員
を
募
集

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
市

民
活
動
団
体
か
ら
提
案
さ
れ
た
公
共
性

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
対
し
助
成

す
る
制
度
で
す
。
提
案
さ
れ
た
事
業
を

公
平
な
視
点
で
審
査
お
よ
び
評
価
す
る

審
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
５
人
程
度

任　
期　
10
月
１
日
㈪
か
ら
２
年
間

報�　
償　
審
査
会
１
回
に
つ
き
５
０
０

０
円（
交
通
費
・
昼
食
代
含
む
）

役　
割

○
審
査
方
法
の
決
定
、
審
査
、
評
価

○�

補
助
対
象
事
業
の
見
守
り
、
報
告
内

容
の
確
認
な
ど

応
募
資
格

①�

応
募
時
に
お
い
て
市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
の
満
20
歳
以
上
の
人

②
税
金
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

③�

山
武
市
の
議
会
議
員
お
よ
び
常
勤
の

職
員
で
な
い
こ
と

④�

原
則
、
平
日
昼
間
に
開
催
す
る
審
査

会
に
出
席
で
き
る
こ
と

⑤�

審
査
対
象
と
な
る
団
体
の
代
表
者
で

な
い
こ
と（
予
定
者
も
含
む
）

応�

募
方
法　
所
定
の
応
募
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
民
自
治
支

援
課
へ
直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
書
は
、
市
民
自
治
支
援
課
や
各
出

張
所
で
配
布
す
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

選�

考
・
結
果　
書
類
審
査
に
よ
り
選
考

（
必
要
に
応
じ
面
談
）の
上
決
定
し
、

結
果
を
郵
送
に
て
通
知
し
ま
す
。

応
募
期
限　
５
月
10
日
㈭
必
着

そ�

の
他　
審
査
員
と
な
っ
た
場
合
は
、

氏
名
等
を
公
表
し
ま
す
。
ま
た
、
所

属
す
る
団
体
の
発
表
お
よ
び
審
査
、

評
価
に
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

S 

・
T　
市
民
自
治
支
援
課

〒
２
８
９
︱
１
３
９
２�

山
武
市
殿
台
２
９
６

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）０
１
５
１

 

F
０
４
７
５（
８
２
）２
１
０
７

m
katsudoshien@

city.sam
m
u.lg.jp

税
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さ
ん
む
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

�

新
規
講
座
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

市
民
の
皆
さ
ん
の「
知
り
た
い
・
聞

き
た
い
」に
お
応
え
す
る
た
め
に
、
担

当
職
員
が
あ
な
た
の
と
こ
ろ
へ
、
講
座

を
お
届
け
し
ま
す
。

今
年
度
よ
り
、
市
職
員
が
講
師
を
務

め
る
講
座
の
他
に
、
警
察
署
や
消
防
署

な
ど
の
講
座
を
新
た
に
加
え
、
開
講
し

ま
す
。

地
域
の
勉
強
会
や
、
お
子
様
の
学
習

の
場
等
に
も
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

講
座
内
容
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

T　
市
民
自
治
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）０
１
５
１

H�http://w
w
w
.city.sam

m
u.lg.jp/

soshiki/6/dem
aekouza.htm

l

歯
・
口
の
健
康
週
間
関
連
コ
ン
ク
ー

ル
の
参
加
者
お
よ
び
作
品
募
集

◆�

高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
選
考

会
参
加
者
募
集

対�　
象　
80
歳
以
上
の
方
で
自
分
の
歯

（
か
ぶ
せ
た
歯
・
さ
し
歯
で
も
よ
い
）

が
20
本
以
上
あ
る
方

日　
時　
５
月
８
日
㈫

場　
所　
成
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
歯
・
口
の
健
康
啓
発
標
語
作
品
募
集

対　
象　
市
内
に
在
住
の
方（
中
学
生

　
以
下
除
く
）

内�　
容　
歯
科
疾
患（
む
し
歯
・
歯
周

病
）の
予
防
に
関
す
る
も
の

29
年
度
入
賞
作
品

健け
ん
口こ
う
と　
長ち
ょ
う
じ
ゅ寿を
つ
な
ぐ　
噛か

む
力

◆
共
通
事
項

申�

込
方
法　
電
話
で
健
康
支
援
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

締　
切　
4
月
27
日
㈮

※�

最
優
秀
高
齢
者
お
よ
び
標
語
の
最
優

秀
作
品
は
山
武
郡
市
歯
科
医
師
会
の

審
査
会
へ
推
薦
さ
れ
ま
す
。

※�

応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に
帰

属
し
、
作
品
や
氏
名
は
一
般
に
公
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

S 

・
T　
健
康
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
７
２

成
東
中
央
公
民
館
講
座

◆
ア
ロ
マ
で
認
知
症
予
防
教
室

テ
レ
ビ
で
話
題
、
認
知
症
予
防
効
果

が
期
待
で
き
る
ア
ロ
マ
を
自
分
で
調
合

し
ま
せ
ん
か
。　

日�　
時　
５
月
24
日
㈭　
午
前
10
～
11

時
30
分

定　
員　
15
人

材
料
費　
２
０
０
０
円
程
度

場　
所　
成
東
中
央
公
民
館

◆
能
の
謡
講
座

　
「
謡
」の
お
稽
古
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
※「
謡
」と
は
能
の
伴
奏
に
あ
た
る

歌
謡
の
事
を
言
い
ま
す
。

日�　
時　
5
月
～
平
成
31
年
1
月（
15
回
）

第
２
・
４
金
曜
午
後
３
～
４
時
30
分

定　
員　
15
人

場　
所　
成
東
中
央
公
民
館

※�

教
材
費
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
共
通
事
項

募�

集
期
間　
４
月
３
日
㈫
～
19
日
㈭

　
休
館
日
を
除
く

対　
象　
市
内
在
住
・
在
勤
在
学

　
直
接
本
人
が
成
東
中
央
公
民
館
窓
口

で
申
し
込
み（
先
着
順
）

T　
成
東
中
央
公
民
館

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）３
６
４
１

平成30年度　山武郡市広域行政組合予算の概要
平成 30 年度山武郡市広域行政組合の一般会計予算は、歳入歳出総額で 4,565,260 千円を計上

しました。
これは、前年度当初予算額と比較して、87,975 千円（2.0%）の増となっています。
増額の主な要因は、総務費電子計算業務費において、システム構築委託に係る費用などにより

9,534 千円の増、消防費において庁舎移転新築事業や消防車両更新に係る費用などにより204,247
千円の増となっています。

なお、減額の主な要因は、衛生費において、広域斎場屋根改修工事、し尿処理施設補修工事がそれ
ぞれ終了したことなどにより97,587 千円の減、公債費において、30,103 千円が減となっています。

歳入の主なものは構成市町からの負担金や使用料手数料となっており、それぞれ 3,524,347 千円
（77.2%）、490,053 千円（10.7%）で歳入総額の 87.9% を占めており、歳出の主なものは消防
費 2,762,033 千円で歳出総額の 60.5% を占めています。
●　歳 入 の 部
分担金及び負担金 （構成市町からの負担金等） 3,524,347 千円 (77.20%)
使用料及び手数料 （し尿処理の手数料等） 490,053 千円 (10.73%)
財産収入 （基金利子・土地貸付収入） 5,234 千円 (0.11%)
繰入金 （財政調整基金・ﾃ ｲ゙ｻｰﾋ ｽ゙事業基金・清掃基金からの繰入金） 126,786 千円 (2.78%)
繰越金 （前年度からの繰越金） 10,000 千円 (0.22%)
諸収入 （受託事業収入等） 130,140 千円 (2.85%)
組合債 （千葉県市町村振興協会等からの借入金） 278,700 千円 (6.11%)
合　　計 4,565,260 千円 (100.00%)
●　歳 出 の 部
議会費・総務費 （総務・企画・電算） 338,286 千円 (7.41%)
民生費 （老人ホーム・デイサービスセンター・介護認定審査・障害支援区分認定審査） 317,244 千円 (6.95%)
保健衛生費 （斎場・救急医療） 268,022 千円 (5.87%)
清掃費 （し尿処理施設） 581,439 千円 (12.73%)
消防費 （消防本部・消防署３・分署３・出張所１） 2,762,033 千円 (60.50%)
教育費 （視聴覚教材センター・教育相談センター） 54,167 千円 (1.19%)
公債費 （庁舎建設借入金等の返済金） 239,069 千円 (5.24%)
予備費 （予測できない支出が発生した際に充てるお金） 5,000 千円 (0.11%)
合　　計 4,565,260 千円 (100.00%)

催
し・募
集
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左
千
夫
は
３
５
０
０
首
以
上
の
短
歌

を
作
成
。ま
た
、小
説『
野
菊
の
墓
』・『
隣

の
嫁
』・『
春
の
潮
』
等
30
以
上
の
著
作

が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
資
料
館
収
蔵
資
料
で
唯
一
無

比
の
左
千
夫
の
原
稿
（
写
真
展
示
）、
新

聞
に
掲
載
さ
れ
た
小
説
を
展
示
し
ま
す
。

「
白
き
印
象
」
は
明
治
43
年

(

１
９
１
０)

１
月
３
日
発
行
の
新
聞

『
毎
日
電
報
』
に
掲
載
。

本
編
の
第
一
行
に
「
予
は
一
友
人
と

共
に
、滝
の
歌
を
作
る
と
い
ふ
目
的
で
、

わ
ざ
〳
〵
日
光
ま
で
遊
び
に
行
っ
た
こ

と
が
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

明
治
33（
１
９
０
０
）の
７
月
、新
聞『
日

本
』
の
募
集
課
題
「
滝
」
に
応
じ
る
た

め
、
長
塚
節
※
と
と
も
に
日
光
に
行
っ

た
こ
と
を
指
し
ま
す
。

左
千
夫
は
華
厳
の
滝
の
様
子
や
偶
然

見
か
け
た
「
西
洋
婦
人
」
に
つ
い
て
掲

載
し
て
い
ま
す
。
左
千
夫
は
白
人
女
性

に
大
変
興
味
を
抱
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

「
醒さ

め
る」
本
編
は
『
婦
女
界
』
第
四
巻

第
四・
五
號
、
明
治
44
年
）
10
月
・
11

月
に
発
表
さ
れ
た
「
雲
」
の
草
稿
（
文

章
の
下
書
き
）
で
す
。

『
婦
女
界
』
は
明
治
43
年
～
昭
和
18

年
（
？
）、
婦
女
界
社
が
発
行
し
た
婦

人
雑
誌
で
す
。
編
集
主
任
は
子
規
生
存

時
代
か
ら
の
同
門
俳
人
山や

ま
だ田
三さ
ん
こ子
（
本

名　
山
田
麟り

ん
太た

郎ろ
う
）
で
女
性
地
位
向
上

に
力
を
入
れ
て
い
た
雑
誌
で
す
。

「
三
ヶ
月
湖
」
は
明
治
44
年
９
月
３
～

６
日
・
14
～
20
日
（
16
日
無
）
９
回
の
連

載
に
よ
り
、
東
京
日
日
新
聞
に
伊
藤
左

千
夫
の
署
名
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

左
千
夫
は

三
ヶ
月
湖
を

３
度
訪
問
し

『
ホ
ト
ト
ギ

ス
』
に
「
河

口
湖
」・「
勾

玉
日
記
」、『
ア

ラ
ラ
ギ
』
に

「
三
ヶ
月
湖
に
て
」
を
発
表
し
て
い
ま

す
。三
ヶ
月
湖
は
富
士
五
湖
の
１
つ「
山

中
湖
」
を
指
し
ま
す
。

周
辺
に
は
山
中
湖
文
学
の
森
・
徳
富

蘇
峰
館
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
伊
藤
左
千

夫
の
歌
碑
は
文
学
の
森
に
建
立
さ
れ
て

い
ま
す
。

夕
ぐ
れ
の
三
ヶ
月
の
う
み

　
雲
し
づ
み
胸
し
づ
ま
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
妹
に
逢
ひ
し
夜
は

「
笑
は
ぬ
夫
婦
」
は
明
治
44
年
６
月

１
日
発
行
『
台
湾
愛
国
婦
人
』
第
31

巻
に
掲
載
さ
れ
た
「
女
と
男
」
の
草

稿
で
す
。
無
罫
の
美
濃
半
紙
に
、
毛

筆
で
お
よ
そ
24
字
ず
つ
、
第
１
枚
は

題
と
も
に
18
行
、
第
２
枚
か
ら
本
文

18
行
ず
つ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

が
、７
枚
目
ま
で
と
、８
枚
目
が
欠
で
、

９
～
11
枚
目
ま
で
、
計
10
枚
が
現
存

し
て
い
ま
す
。

作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
台
湾

愛
国
婦
人
」
は
明
治
42
年
１
月
か
ら

大
正
５
年
３
月
ま
で
発
行
さ
れ
、
発

行
は
愛
国
婦
人
会
台
湾
支
部
。
国
内

の
流
通
は
少
な
く
、
台
湾
の
日
本
化

を
目
的
と
し
た
よ
う
で
す
。

左
千
夫
は
他
に
「
古
代
の
少
女
」
等

を
寄
せ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
当
館
の「
台
湾
愛
国
婦
人
」

の
収
蔵
数
は
14
冊
で
日
本
一
で
す
。

※�

長な
が
つ
か塚
節た
か
し（
明
治
12
年
４
月
３
日
～
大

正
４
年
３
月
８
日
）

茨
城
県
結
城
郡
国
生
村（
現
常
総
市
）

出
身
。
子
規
門
下
。
節
と
左
千
夫
は
子

規
門
下
の
双
璧
で
あ
っ
た
。
節
は
病
気

療
養
を
行
い
な
が
ら
多
く
の
旅
に
出
、

左
千
夫
も
旅
先
よ
り
葉
書
を
受
け
取
っ

て
い
る
。
小
説
「
土
」
を
朝
日
新
聞
に

発
表
。

◆
春
の
宴
「
ゆ
づ
り
は
茶
会
」

�

開
催
の
お
知
ら
せ

日�　
時　
5
月
6
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時

場　
所　
伊
藤
左
千
夫
生
家

　
左
千
夫
茶
道
具
披
露

　
茶
室
「
唯
真
閣
」（
時
間
制
限
有
）

募
集
人
数　
２
０
０
人
程
度

参
加
費　
無
料

t

　

山
武
市
歴
史
民
俗
資
料
館

�

☎
０
４
７
５（
８
２
）２
８
４
２

山
武
市
歴
史
民
俗
資
料
館
平
成
30
年

度
企
画
展
「
左
千
夫
と
原
稿
」（
前
期
）

展
を
３
月
31
日
㈯
～
９
月
９
日
㈰
ま
で

実
施
し
ま
す
。

　

左
千
夫
と
原
稿

「白き印象」

左千夫歌碑


